
札幌東徳洲会病院
医療法人徳洲会

住所 〒065-0033 札幌市東区北33条東14丁目３番１号
URL http://www. higashi-tokushukai.or.jp
連絡先(窓口) 医局事務管理室 松山 智行

011-722-1110（代表）
ishi_kenshu@higashi-tokushukai.or.jp

病床数 325床
専門研修指導医数 14人
臨床研修指導医数 30人
外来患者数 522人/日※令和4年度（2022年度）実績
入院患者数 299人/日※令和4年度（2022年度）実績

標榜科

内科 呼吸器内科 消化器内科 循環器内科
腎臓内科 小児科 外科 消化器外科 肛門外科
乳腺外科 整形外科 脳神経外科 心臓血管外科
頭頚部外科 皮膚科 形成外科 耳鼻咽喉科
泌尿器科 リハビリテーション科 放射線診断科
放射線治療科 眼科 麻酔科 病理診断科
歯科口腔外科 救急科 呼吸器外科

給与（月額） 42万円（昨年度実績）

処遇
１．身分：常勤医師
２．住居：宿舎有、家賃補助有
３．休暇：有給休暇あり

サブスペシャルティ 無

札幌東徳洲会病院総合診療専門研修プログラム
「あらゆる状況に対応可能」な総合診療医を育成し、「離島で一人で診療できる」ことを目標としています。

〔連携施設〕
【病院】共愛会病院／帯広徳洲会病院／利尻島国保中央病院 【診療所】栄町ファミリークリニック／夕張市立診療所

札幌

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

病院データ

総合診療部長から

徳洲会グループの一病院として、「あらゆる状況に対応可能」な総合診療医を育成すること
を目標としています。本プログラムに離島研修はありませんが、「離島で一人で診療できる」
レベルに近づくことを目指しています。プログラム責任者としては、有意義な研修ができるよ
う可能な限り研修内容は柔軟に対応します。

総合診療部長
安尾 和裕

院長から

院長 山崎 誠治

当院は総合診療、内科、救急科で専門研修基幹施設を取得し、えりすぐりの連携施設と協力し
て高度先進医療から救急医療また地域医療にも十分貢献できる専門医育成を行います。
年間の救急車取扱い件数が約8,000件で、多くの内科系救急患者の対応ができることや当院の特

徴である診療科間の垣根が低く、先生同士のコミュニケーションが取りやすい環境はどの科の専
門医を目指す上で密度の濃い充実した３年間を過ごすことが可能になります。

20



その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

ローテーション例

医療法人徳洲会
札幌東徳洲会病院

１
年
目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

施設名 札幌東徳洲会病院

領 域 救急 小児科 内科

２
年
目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

施設名 共愛会病院 or 帯広徳洲会病院 栄町ファミリークリニック or 
夕張市立診療所 or 利尻島国保中央病院

領 域 内科 総診Ⅰ

３
年
目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

施設名 札幌東徳洲会病院

領 域 総診Ⅱ

当院の総合診療専門研修プログラムはプライマリケアの観点からは、以下の２点を重視しています。
１）初期：軽微な兆候から疾患を拾い上げること
２）悪化時期：患者を高次医療機関・専門医に送るべき状態・状況の判断

研修の重点項目

１）に関しては、commonな病状がメインとなりますが、いわゆるレアケースが紛れ込んで来ます。
丁寧な病歴聴取・診察をbaseに鑑別を考え診療方針を立てることになります。

２）に関しては、患者状態を少しでも安定させるために必要となる処置を完遂させておくことが要求されます。
必ずしも正確な病名診断は必要ではなく、この患者に何が起こっているのかを判断することを重視しています。
特に将来プライマリケアを行う場合、疾患が重症化した時の処置・治療を熟知していなければ、２）の判断に困
るのではないかと考えており、症例経験の必須事項と考えています。

病院総合医の観点からは、入院管理と軽快後の転院調整がメインとなります。
当院の性格上、軽症から重症まで幅広い疾患を経験可能です。鑑別を十分に行うこと、病状に応じた適切・迅速
な治療介入を行っています。救急場面で要求される手技も大半が経験可能です。
当院は急性期病院であり、病状が安定した患者は後方支援病院に、その後の管理を依頼しています。転院調整に
も関わります。どの医療機関ではどの程度の患者まで管理可能か、など、病診連携も身をもって経験することに
なります。

最後に、当科ではwork-lifeバランスも重視しています。救急車受け入れ台数が非常に多い病院ではありますが、
総合診療部として他科と相談しつつ、受け持ち患者数を調整しています。受け持ち患者数による負担がないよう
指導医が目を光らせています。また、個々の症例を深く掘り下げることが可能となります。
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